


    

○目かくしを兼ねて   ○学習の流れを貼り、 

クラスルールや目標を  終わったら取って  

貼ってみては？    いく方法もある 

   =学習意欲の持続= 

                  ○ 先生の机上も 

黒板は                   スッキリ 

   スッキリ！                                   

                          ○カーテン 

○前の方を空けておくと、    などで          

          モデル動作を大きく見せやすい   目かくし        

                               △多動な子には不向きかもしれない 

                              （ドアが開いていれば廊下が気になる） 

                      ○早めの段階                    

△日付・日直などの              から支援が 

情報は横の壁に…             必要な子                    

書くのが苦手な子が                                    

いたら、文字カード                                    

を使ってみては？             ○学習のモデルになれる子                    ○硬式テニスボールを 

                                                                       つける、布を巻くなど 

                                            ○周りの動き                    すると、音も静かで 

                                              を見て行動                    集中しやすいことも 

                                                                                          しようと                     ある 

                                             している子                     ○床の目印も、 

                                                           整然とした机の並びにつながる 

                                                    

   △刺激に弱い子には、やっぱり不向き？                                         ○身体の大きな子や刺激に弱い子には 

    （外からの声、人の動き、カーテンのゆれなど）                                      比較的よい場所か？ 

                                                                 

                                                                ○机の間を空けることは、 

                                                                 お互いのパーソナルスペースの 

                                   △後ろが空きすぎていると、つい               確保にもつながる面もある 

                                   動いてしまう子がいるかもしれない              

                                                                 △ドアや窓のきしみも 

                                                                   マイナス刺激になる可能性 

                                                                

                                                               △目につきにくいし、 

                                                                             △水槽のポンプや扇風機の        外にも出やすい？ 

                                                 音でさえ気になることもある 

メリットがあれば、必ずデメリット

もあります。それぞれの状況を考

え、『今、学級で必要な環境づくり』

を行いたいものです。 

「必ずうまくいかせなくては」と考

えず、「ひょっとしたらうまくいく

かも？」というくらいのポジティブ

な姿勢…それも特別支援につなが

る考え方の一つだろうと思います。 

視覚的に安定を 

感じさせる空間づくり 

・ゴミのない床 

・整然と並んだ机 

・破れやはがれのない 

掲示物 

(破れ・はがれをなくす) 

とにかく、 

刺激になりそうなものを減らしてみよう 

影響し合う子が、お互いの視野に 

入りにくい位置をさがしてみることも 

クラスの安定を図るための一つの方法 

学習中、余計な動きや反応を減らすために… 

・自分の机にゴミバッグ(紙袋) 

・すぐに(小声で)声かけできる(近くの)座席 

・先生も移動しやすいスペースづくり 

・動線に、荷物を置かないように 

前や端の席の子は、最初に 

やることも多くなるので、 

そうしたことにも配慮を… 

あんまり

近いと 

いじっち

ゃうよ 

黒板は、学習のため

のスクリーンとして 

○：プラスになりそうなこと 

△：マイナスになりそうなこと 




